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　７月５日からの豪雨は、日
田市内に甚大な被害をもたら
しました。不安な日々が続い
ている中、県内外から片付け
等の手伝いをするボランティ
アに多くの人が参加し、日田
市を元気にしてくれました。
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　７
月
５
日
に
発
生
し
ま
し
た
「
平
成
29

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」
。  

　
今
回
の
災
害
で
は
、
３
名
も
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
る
な
ど
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
災
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご

家
族
・
関
係
者
の
方
々
に
衷
心
よ
り
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
家
屋
被

害
や
田
畑
の
流
出
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
市

民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
被
災
か
ら
約
１
か
月
が
経
過
し
、
徐
々

に
平
穏
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
多
く
の
道
路
で
通
行
規
制
が
残
り
、

家
屋
や
農
地
等
の
被
害
は
調
査
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
な
ど
、
復
旧
・
復
興
は

こ
れ
か
ら
が
本
番
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
と
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
し
っ
か
り
未

来
を
見
据
え
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
「
豪
雨
災
害
」
。
５
年

前
の
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
の
際
に

は
、
「
50
年
に
一
度
」
や
「
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
５
年
で
さ
ら
に

甚
大
な
被
害
を
被
る
豪
雨
災
害
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
、
同
様
の
集
中
豪
雨
が
日
本

各
地
で
起
き
る
な
ど
、
私
た
ち
を
と
り
ま

く
自
然
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
災
害
が
、

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
常
日
頃
よ
り
、
災
害
・
防
災
へ

の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。

　
い
つ
何
時
に
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
で
す
が
、
地
震
の
よ
う
な
突
発
性
の

災
害
を
除
け
ば
、
何
ら
か
の
予
兆
や
予
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
防
災
無
線

や
防
災
放
送
、
防
災
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な

手
段
を
持
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に

               

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

で
、
防
災
情
報
に
注
意
し
、
防
災
情
報
が

入
り
次
第
、
指
示
に
従
い
避
難
や
避
難
の

準
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
際
、
ご
近
所
等
で
避
難
が
困
難

な
方
々
に
は
、
ど
う
ぞ
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
地
震
や
今
回
の
豪
雨
の
影
響
に

よ
り
、
山
間
地
は
不
安
定
な
状
況
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
台
風
な
ど
の

出
水
期
が
続
き
ま
す
。
避
難
経
路
の
確
認

や
非
常
持
出
袋
の
準
備
も
併
せ
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
日
田
市
長
　
原
田
啓
介

災害に関するお知らせ

　り災証明書は、各種の被災者支援制度の適用を受けるために必要な書類の一つで、家屋の被害程度について証明
するものです。申請手続きを下記の窓口で行っています。
■受付時間　午前８時30分～午後５時まで
■受付場所　市役所税務課、各振興局・振興センター、避難所
■必要書類　印鑑、住宅被災写真（可能な限り）、本人確認のできるもの
※同一世帯でない人が申請する場合は、委任状が必要です。
※現地確認及び証明書の発行は、後日になります。
※補修を行う前に、被害家屋の写真を撮影しておいてください。
※災害に係る証明書は、無料で交付します。

り災証明書の申請手続 問税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

　被災された中小企業者・小規模事業者への災害復旧融資等の特別相談を行っています。
【特別相談窓口】　
　日田商工会議所☎㉒３１８４（午前９時～午後５時）※土・日曜日、祝日を除きます。
　日田地区商工会☎２９７６（午前９時～午後５時）※土・日曜日、祝日を除きます。
　商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（午前８時30分～午後５時）※土・日曜日、祝日を除きます。
　日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０（午前９時～午後４時）
　※月・日曜日、祝日を除きます。事前のご予約をお願いします。
【大分県地域振興資金（災害特別融資）】
■融資対象者　被災し復旧を図ろうとする中小企業者
■融資制限額　企業3,500万円、組合7,000万円
■融資利率　　年0.9％
※その他、日本政策金融公庫の災害復旧貸付融資や市の融資制度もありますので、特別相談窓口でご相談ください。

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）中小企業者への支援

　災害時に使用した土のうにつきましては、各自で以下の対応をお願いします。
・地域で再利用のために保管
・袋から土を取り出し、地域等の敷地内で処分（袋については燃えるごみで処分）
・未使用のものは、中城グラウンド、各振興センターへ返却
※土が入ったままの状態でゴミとして出されても、回収は行いません。

問防災・危機管理室　☎㉒８３６３（市役所４階）使用済みの土のうについて

　災害ごみは、以下のとおり分別して清掃センターに持ち込んでください。
　なお、災害ごみの無料受付に関しては、８月31日㈭まで延長します。
※被災以外の一般ごみの持ち込みは有料となります。

問環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）
　清掃センター☎㉓０１１１

粗大ごみ
カナモノ
燃やせるごみ
ビン・ガラス類
土砂
流木類

畳、ふすま、家具類、布団、毛布等
電化製品等（家電リサイクル品以外）
汚れた衣類等（袋に入れてください）
割れたガラス等（袋に入れてください）
家に入ってきた土砂等
流木、水草（ヨシ）等

平山産業（緑町１丁目 125-2）
平日及び土曜日
午前８時～午後５時

家電リサイクル品 テレビ、エアコン、冷蔵（冷凍）庫、洗濯機、衣類乾燥機

清掃センター（緑町１丁目5-1）
午前８時 30 分～午後５時
※８月６日までは、土・日曜日も

受付けます。

種　別 分　別 排　出　先

災害ごみの排出について
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公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
猶
予

　
災
害
に
よ
っ
て
被
災
程
度
に
応
じ
て
、

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
付

の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

上
下
水
道
料
金
の
減
免

　住
宅
等
の
清
掃
用
に
使
用
し
た
場
合

■
対
象
　

　
市
内
全
域
の
上
下
水
道
利
用
者

■
内
容
　
７
月
分
の
使
用
料
金
を
減
免
　

　
（
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
　

※
６
月
と
７
月
の
使
用
水
量
を
比
較
し
て
、
７

月
の
方
が
多
い
場
合
に
は
、
６
月
の
使
用
水

量
で
７
月
の
使
用
料
金
を
計
算
し
ま
す
。

（
例
）
６
月
の
使
用
水
量
20
立
方
メ
ー
ト
ル
の

場
合
は
、
７
月
の
使
用
料
金
は
20
立
方
メ
ー

ト
ル
で
計
算
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
埋
没
等

に
よ
っ
て
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

６
月
の
使
用
量
で
計
算
し
、
来
月
以
降
に
検

針
が
で
き
た
時
点
で
減
免
を
行
い
ま
す
。

床
上
浸
水
等
で
住
宅
に
住
め
な
い
人
が

一
時
的
に
市
営
住
宅
等
に
入
居
す
る
場
合

■
内
容
　
全
額
免
除
（
一
時
入
居
終
了
ま

で
、
最
長
１
年
）

※
開
閉
栓
手
数
料
も
無
料
で
す
。

■
申
請
方
法
　
下
記
に
備
付
け
の
上
下
水

道
使
用
料
金
減
免
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
り
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
の
上
、
左
記
に
申
請

全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
と
な
っ
た
世

帯
の
７
月
分
の
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

■
内
容
　
全
額
免
除
（
７
月
分
の
み
）

■
申
請
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
上
下
水

道
使
用
料
金
減
免
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
り
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
の
上
、
左
記
に
申
請

問
経
営
管
理
課
窓
口
係

　
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

市
税
・
県
税
等
の
減
免

■
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
　
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
等
に
被

害
を
受
け
た
人
は
、
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

■
固
定
資
産
税
　
災
害
に
よ
っ
て
固
定
資

産
に
滅
失
又
は
き
損
等
の
被
害
を
受
け

た
人
（
法
人
）
は
、
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

■
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取

得
税
等
　
減
免
措
置
等
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所

　
☎
㉒
４
１
７
５

水
郷
テ
レ
ビ
の
使
用
料
減
免

　
災
害
に
よ
る
家
屋
被
害
、
又
は
長
期
避

難
指
示
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

利
用
で
き
な
か
っ
た
加
入
者
は
、
使
用
料

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
情
報
統
計
課
水
郷
テ
レ
ビ
係

　
☎
㉒
８
２
２
９
（
市
役
所
６
階
）

納
税
の
猶
予

　　
災
害
に
よ
っ
て
市
税
や
県
税
の
徴
収
金

及
び
国
税
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
納
税
の
猶
予
が
認

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
税
務
署
☎
㉓
２
１
３
６

　
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
☎
㉒
４
１
７
５

　
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

申
告
時
の
雑
損
控
除

　
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に

損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
確
定
申
告
で
所

得
税
法
に
定
め
る
雑
損
控
除
の
方
法
、
災

害
減
免
法
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に

よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
損
失
の
金
額
に
は
災
害
に
関
連
し
た
次

の
よ
う
な
支
出
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
領

収
書
は
来
年
の
申
告
ま
で
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
家
屋
、
家
財
等
の
取
壊
し
や
除
去
の
た

め
の
支
出

・
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
砂
そ
の
他
の

障
害
物
を
除
去
す
る
た
め
の
支
出
や
住

宅
家
財
等
の
原
状
回
復
の
た
め
の
支
出

・
住
宅
家
財
等
に
係
る
被
害
の
拡
大
又
は

発
生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
必
要
な

措
置
を
行
う
た
め
の
支
出

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://W

W
W

.

　nta.go.jp

）
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
日
田
税
務
署
☎
㉓
２
１
３
６ 

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
等
の
財
産
に
一

定
の
損
害
を
受
け
た
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
　

　
☎
㉒
６
１
７
４
　

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

　
災
害
に
よ
っ
て
被
保
険
者
又
は
そ
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
所
有
す
る
住
宅
等

が
被
害
を
受
け
、
そ
の
損
害
額
が
住
宅
等

の
価
格
の
10
分
の
３
以
上
あ
り
、
前
年
の

所
得
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係
　

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

一
部
負
担
金
の
減
免
・
徴
収
猶
予

　
災
害
に
よ
っ
て
資
産
に
重
大
な
損
害
を

受
け
、
前
年
又
は
災
害
発
生
以
前
の
収
入

と
比
較
し
て
収
入
額
が
減
少
し
た
世
帯
の

世
帯
主
及
び
後
期
高
齢
被
保
険
者
は
、
国

民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
一

部
負
担
金
の
減
免
若
し
く
は
徴
収
猶
予
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
収
入
額
に
は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係
　

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
支
給
制
限
の
解
除

　
災
害
に
よ
っ
て
所
有
す
る
住
宅
・
家
財

等
に
損
害
を
受
け
た
人
は
、
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
制
限
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

保
育
料
の
減
免

　
災
害
に
よ
っ
て
居
住
す
る
家
屋
に
損
害

を
受
け
た
人
は
、
保
育
料
の
減
免
が
適
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
料
の
軽
減

　
災
害
に
よ
っ
て
、
要
介
護
等
認
定
者
又

は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て

維
持
す
る
人
が
、
次
の
対
象
に
該
当
す
る

場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
料
（
自

己
負
担
額
）
が
減
額
又
は
免
除
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
　

・
り
災
証
明
書
の
損
壊
の
程
度
が
、
全

壊
、
大
規
模
半
壊
、
若
し
く
は
半
壊
で

あ
る
こ
と

・
申
請
が
災
害
の
発
生
の
日
か
ら
１
年
以

内
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

・
世
帯
員
全
員
の
前
年
合
計
所
得
金
額
が

３
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

■
適
用
期
間
　
申
請
を
提
出
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
12
か
月

■
申
請
方
法
　
申
請
書
、
り
災
証
明
書
及

び
同
意
書
を
介
護
保
険
係
に
提
出
す
る

か
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
提
出

の
代
行
を
依
頼

※
税
務
課
資
産
税
係
で
、
り
災
証
明
書
の
発
行

を
受
け
た
後
に
減
額
申
請
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

農
地
及
び
農
業
用
施
設
市
単
小
災

害
復
旧
事
業
の
補
助
率
引
上
げ

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
箇
所
に

つ
い
て
、
国
の
復
旧
対
象
と
な
ら
な
い
小

規
模
な
災
害
復
旧
に
補
助
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　
復
旧
に
対
す
る
助
成
を
希
望
す
る
人

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
率

・
農
地
　
70
％
（
通
常
50
％
）

・
農
業
用
施
設
　
85
％
（
通
常
65
％
）

（
た
め
池
、
頭
首
工
、
農
業
用
排
水

路
、
農
道
、
橋
梁
）

■
対
象
事
業
費

・
10
万
円
以
上
2
0
0
万
円
未
満

問
農
業
振
興
課
基
盤
整
備
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
２
（
市
役
所
３
階
）

特
別
合
同
行
政
相
談
所
開
設

　
今
回
の
災
害
に
対
す
る
国
等
の
支
援
に

つ
い
て
行
政
機
関
や
関
係
団
体
が
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
10
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

　
※
相
談
は
無
料
で
す
。

問
総
務
課
行
政
係
（
三
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

災
害
時
の
写
真
を
募
集

　
市
で
は
、
今
回
の
豪
雨
に
お
け
る
被
害

状
況
等
の
記
録
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
災
害
時
の
日
田

市
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
送
付
先

　koho@
city.hita.oita.jp

※
送
信
の
際
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

撮
影
場
所
な
ど
写
真
の
説
明
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※
件
名
を
「
災
害
写
真
の
提
供
」
と
入
力
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
デ
ー
タ
の
サ
イ
ズ
が
５
メ
ガ
バ
イ
ト
を
超
え
る

場
合
は
、
複
数
に
分
け
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
提
供
に
関
す
る
遵
守
事
項

・
提
供
し
た
写
真
の
著
作
権
は
、
提
供
者
に
帰

属
し
ま
す
。
た
だ
し
、
提
供
者
は
市
に
対
し

て
提
供
し
た
写
真
を
広
報
で
使
用
す
る
（
複

製
・
展
示
・
貸
与
・
出
版
を
含
む
）
権
利
を

無
償
で
許
諾
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
他
の
書
籍
や
サ
イ
ト
等
か
ら
無
断
コ
ピ
ー

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
し
た
写
真
等
、
著
作
権

法
な
ど
の
法
令
に
抵
触
す
る
も
の
の
提
供
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

災
害
の
支
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

■
受
付
窓
口
　
会
計
課
（
市
役
所
１
階
）

■
受
付
時
間
　

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
受
付
口
座

・
大
分
銀
行
日
田
支
店
（
普
通
）

　
７
６
５
４
５
１
９

（
口
座
名
義
：
大
分
県
日
田
市
災
害
支
援
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
０
０
９
０
０
‐
３
‐
２
７
５
７
１
２

（
口
座
名
義
：
大
分
県
日
田
市
災
害
支
援
金
）

・
日
田
信
用
金
庫
（
普
通
）

　
０
３
０
０
０
９
３

（
口
座
名
義
：
大
分
県
日
田
市
災
害
支
援
）

※
大
分
銀
行
、
全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
日
田

信
用
金
庫
の
本
・
支
店
の
窓
口
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

除
く
）
は
振
り
込
み
手
数
料
が
無
料
で
す
。

■
現
金
書
留
　
全
国
の
郵
便
局
か
ら
無
料

で
送
金
で
き
ま
す
。

・
宛
て
先
　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
田
島
２
丁
目
６
‐
１

　
日
田
市
役
所
会
計
課
　
災
害
支
援
担
当
行

■
受
付
期
限
　
12
月
29
日
㈮

問
会
計
課
出
納
係

　
☎
㉒
８
２
０
７
（
市
役
所
１
階
）
　

　

災害に関するお知らせ

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

税
金
や

公
共
料
金
の
減
免
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市政情報ピックアップ

　　大分県では、同和対策審議会の答申が出された
８月を「差別をなくす運動月間」としています。
▶「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行
　　部落差別（※）とは、特定の地域の出身である

ことやそこに住んでいること等を理由に、結婚、
就職で不当な扱いを受ける等の差別を言います。

　　これまで同和問題の解消のため、様々な取組み
が行われ、生活環境などの格差解消は進みました
が、いまもなお、部落出身を理由とする結婚差別
やインターネット上に差別を助長するような情報
が掲載されるなどの問題が発生しています。その
ため、部落差別は許されないものであり、部落差
別のない社会を実現することを目的とした「部落
差別の解消の推進に関する法律」が平成28年12
月16日に施行されました。

（※）これは、基本的人権にかかわる重大な人権問題で
「同和問題」とも言われます。

●８月は「差別をなくす運動月間」です！

2017日田市人権講演会（入場無料）
▶とき　　８月23日㈬　午後７時～
▶ところ　パトリア日田　大ホール
▶講師　　中倉茂樹氏
▶演題　　「ぬくもりを感じて」

問人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７（市役所別館１階）

問財政課公有財産管理係☎㉒８２１５（市役所４階）

■入札について
　▶とき　　８月31日㈭　午後１時30分～
　▶ところ　市役所２階　入札室　
　▶方法　　一般競争入札
　　　　　
■参加資格
・法人又は個人で、市税等を完納している人
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、破産者でない人等
※特約条項等があるため、必ず市ホームページの募集要項を確認してください。
※入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必要です。

■参加受付期間
　▶とき　　８月23日㈬～28日㈪　
　　　　　　午前８時30分～午後５時（土・日曜日は除く）
　▶ところ　市役所４階　財政課公有財産管理係　

■現地説明会
　▶とき　　８月24日㈭　午後１時30分～
　▶ところ　市役所４階　401会議室
※現地説明会に参加される場合は、８月23日㈬午後５時までに下記に必ず電話をしてください。連絡がない場合は、現

地説明会は行いません。
※詳細は市ホームページ（http://www.city.hita.oita.jp/）をご覧ください。

●市有地を売却します！
物件
番号 区分 所在 地目 地積 最低制限価格
118 土地 大山町西大山字タデ原 8628番 1 宅地 937.19 ㎡ 965,000 円

「部落差別は過去のこと。終わったこと。」ではなく、今も存在します。
一人ひとりが同和問題を正しく理解し、自分自身の問題として向き合いましょう。
あらゆる差別を「しない・許さない」気持ちをいつもあなたの心に。

（目的）
第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、 

情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じてい
ることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日
本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されないものである
との認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに
鑑み、部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び
地方公共団体の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実
等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、もっ
て部落差別のない社会を実現することを目的とする。

（基本理念）
第二条　部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基

本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
であるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対す
る国民一人一人の理解を深めるよう努めることにより、部落差
別のない社会を実現することを旨として、行われなければなら
ない。

「部落差別の解消の推進に関する法律」の条文

日田市では、右記の啓発活動
を行いますので、是非、ご参
加ください。

②事業者詐欺に注意
　全国で「高齢者支援センター」と名乗る事業者から「個人
情報が洩れて別の団体に登録されているので、その情報を消
してあげます」という電話がかかり、最終的に宅配便で現金
を送るよう指示された、という事例が報告されています。不
審な電話があった場合、下記にご相談ください。
問日田市消費生活センター☎㉒９３９３（市役所２階）

●詐欺に注意！
①還付金詐欺に注意
　市内で市役所職員を名乗る還付金詐欺が発生
しました。
　不審な電話があった場合には自分一人ですぐ
に判断せず、下記にご相談ください。
問日田警察署生活安全課☎㉓２１３１
　市民課生活安全係☎㉒８２０４（市役所１階）

還付金詐欺
・医療費等の払い戻し金がある
・今からＡＴＭに行ってください

オレオレ詐欺
・風邪をひいて声が変わった
・旦那のいる女性を妊娠させた
・会社のお金を使いこんだ

▶特殊詐欺キーワード
市役所職員、銀行員を名乗る
人からの電話は、行動する前
に一度確認をしましょう！

●人生をＨＡＰＰＹに！～女性と男性お互いを認め合って～
　菊池桃子氏を講師にワークライフバランスの講演会を行います。

問商工労政課雇用・労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

▶とき　　　10月９日㈷　午後１時30分　開場
　　　　　　（午後２時～４時まで）
▶ところ　　パトリア日田　大ホール
▶募集数　　1,000人
※入場無料、全席自由、整理券が必要。
※託児ルーム開設（10月２日までに要予約）。

日田市ワーク・ライフ・バランス講演会

■整理券
▶配布開始　８月１日㈫　午前９時～
▶ところ　市役所総合案内（市役所１階）、商

工労政課（市役所３階）、まちづくり推進課
（市役所６階）、各振興局・振興センター、
パトリア日田、淡窓図書館、サンヒルズひた

講師　菊池桃子氏
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
72
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈰
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈬
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈫
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は

お
盆
前
の
８
月
６
日
を
「
開
設
日
」
と
し

ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
６
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
災
害
ご
み
の
排
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

31
日
㈭
ま
で
延
期
し
、
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
役
所
１
階
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
の
例
規
集
、
予
算
書
、
各
種
計

画
書
、
市
議
会
会
議
録
等
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）
　

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

危
険
物
の
貯
蔵
や
取
扱
い
に
注
意

　
消
防
法
上
の
危
険
物
は
、
種
類
に
よ
っ

て
指
定
数
量
の
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
以
上

を
貯
蔵
・
取
り
扱
う
場
合
は
消
防
法
で
定

め
ら
れ
た
許
可
が
必
要
で
す
。
火
災
や
漏

え
い
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
関
係
法
令
を
守

り
、
安
全
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

■
指
定
数
量

・
ガ
ソ
リ
ン
　
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

・
灯
油
・
軽
油
　
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

・
重
油
　
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

※
た
だ
し
、
指
定
数
量
の
５
分
の
１
以
上
の
場

合
は
条
例
に
よ
り
規
制
を
受
け
、
届
出
（
個

人
住
宅
は
２
分
の
１
以
上
）
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係
☎
㉔
２
２
０
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
時
間
外
窓
口
を
開
設

■
と
き
　
８
月
27
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
0
4
（
市
役
所
１
階
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
の
伐
採
の
お
願
い

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
は
、
通
行
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
や
通
行
車
両
の
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
民

法
第
７
１
７
条
）

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
張
り
出
し
て
い

る
枝
や
葉
は
、
土
地
所
有
者
に
所
有
権
が

あ
る
た
め
、
市
で
勝
手
に
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
樹
木
の
張
り
出
し
、
折
れ

枝
、
竹
木
の
繁
茂
等
に
よ
っ
て
通
行
に
障

害
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
の
管
理
・
責
任

の
下
、
枝
払
い
・
伐
採
等
の
処
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
６
（
市
役
所
５
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き
　
８
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
上
津
江
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

　
務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
「
現
況
届
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母

等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
10
日
㈭
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し

た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

年
金
請
求
書
の

手
続
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
が
25
年
か
ら

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る

人
に
は
黄
色
の
封
筒
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）
に
予
約
し
、
年
金
事
務
所
で

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父

等
が
戦
没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
大
分
県
遺
族
会
連
合
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
遺
族
会
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
４
５
９
　

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
８
月
25
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
９
月
１
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
９
月
８
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

　
　
　
　
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
②
は
午
後

７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
24
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ス
テ
ッ
プ
運
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
身
近
で
取

り
組
み
や
す
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
老
化
予
防

に
効
果
的
な
ス
テ
ッ
プ
（
踏
み
台
昇
降
）

運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
地
域
に
普
及

す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
４
日
㈪
〜
11
月
27
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
毎
週
月
曜
日
（
全
11
回
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
18
人

※
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
広
め
る

事
が
で
き
る
人
等
、
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
14
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
エ
ル
ピ
ア
内
）

公
共
職
業
訓
練
11
月
受
講
生
募
集

　　
離
職
し
た
人
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識

と
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

■
受
講
期
間

　
11
月
２
日
㈭
〜
平
成
30
年
４
月
27
日
㈮

■
申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈫
　
　
　
　

■
説
明
会
　
８
月
22
日
㈫
、
９
月
19
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

第
37
回
日
田
市
技
能
大
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
20
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
競
技
部
門
　
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左

官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
実
演
・
展
示
　
表
具
、
左
官
、
建
具
塗

装
、
畳
　
他

・
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
30
人
、
一

人
２
本
ま
で
）

※
折
れ
た
包
丁
は
研
げ
ま
せ
ん
。

・
夏
休
み
の
工
作
コ
ー
ナ
ー
（
銅
版
レ
リ

ー
フ
30
人
、
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
20

人
）
午
前
10
時
〜
先
着
順

※
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
は
保
護
者
同
伴
。

・
苗
の
無
料
配
布

・
の
み
の
市
　
午
前
10
時
〜

・
お
た
の
し
み
抽
選
会
（
抽
選
券
配
布
午

前
９
時
30
分
〜
）

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
13
回
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

エ
ッ
セ
ー
募
集

　
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」
の
趣
旨
を
普

及
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
の
協

働
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
大
分
県

民
・
大
分
県
に
思
い
を
よ
せ
る
人
を
対
象

に
エ
ッ
セ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　
私
が
学
ん
だ
こ
と

■
募
集
期
限

　
９
月
４
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
　
大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議

事
務
局
（
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
）

　
大
分
市
府
内
町
３
丁
目
10
番
１
号

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
８
　

※
詳
細
は
県
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
市
役
所
３
日
以
内
窓
口
に
募
集
要
項
を
置
い

て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る

通
訳
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
８
日
㈮
〜
20
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
日
田
市
総
合
体
育
館
な
ど

■
募
集
言
語
　
英
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
（
日
常
会
話
程
度
）

■
申
込
期
限
　
８
月
16
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ビ
ズ
サ
ポ
ひ
た
・
大
分
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
共
催
セ
ミ
ナ
ー

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｂ
Ｉ
Ｚ
サ
ポ
ひ
た
）
で
は
、
毎
月
第
３
金

曜
日
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
18
日
㈮
、
９
月
15
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
内
容
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
入
門
・
活
用
セ
ミ

ナ
ー
（
事
業
者
向
け
）

■
講
師
　
堀
寿
弘
氏
（
大
分
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
　

※
セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
講
師
に
よ
る
個
別
相
談

会
も
行
い
ま
す
。
個
別
相
談
会
は
左
記
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

簿
記
講
座
開
催

　
仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に

向
け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め

に
、
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
25
日
㈪
〜
11
月
８
日
㈬

　
午
後
７
時
〜
９
時

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
計
18
回
）

※
た
だ
し
、
10
月
９
日
㈷
・
11
月
３
日
㈷
は
除

く
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
議
員
サ
ロ
ン

■
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
募
集
数
　
15
人
（
８
月
31
日
㈭
締
切
）

■
申
込
方
法
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
・
日
田
商
工
会
議
所

で
申
込
み

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

　
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

林
業
・
木
材
製
造
支
援
講
習
受
講
者
募
集

　
就
職
・
就
業
派
遣
を
希
望
す
る
60
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
19
日
㈫
〜
25
日
㈪
の
う
ち
4
日
間

　
ア
オ
ー
ゼ
　

□
募
集
期
間
　

　
８
月
２
日
㈬
〜
９
月
６
日
㈬
　
必
着

□
募
集
数
　
10
人
（
９
月
12
日
㈫
選
考

会
）

くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈬に発送します。Information ８.１

※
参
加
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。
　

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書
・
内
容
証

明
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
き
な

ど
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
16
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

　

第
38
回
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
野
外
音
楽
祭
を
川
の
ほ
と
り
の
会
場
で

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
19
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ン
ド
盛
り
土
ス
テ
ー
ジ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

平
成
29
年
度
日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈫
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園

問
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

　住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い
の

傷
み
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
27
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
３
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
８
月
28
日
㈪

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　

「
出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
」
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
に
対

し
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
10
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

市
内
観
光
農
園
な
ど

□
対
象
　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

□
募
集
数
　
各
10
人
（
先
着
順
）

※
男
性
は
市
内
在
住
者
。

※
再
婚
希
望
、
子
供
が
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
参
加
費
　

　
男
性
３
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

※
食
事
代
含
む
。

□
申
込
期
限
　
８
月
29
日
㈫

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。
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原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
72
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈰
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈬
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈫
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
随
時
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は

お
盆
前
の
８
月
６
日
を
「
開
設
日
」
と
し

ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
、
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が

あ
る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
６
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
災
害
ご
み
の
排
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

31
日
㈭
ま
で
延
期
し
、
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
役
所
１
階
に
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
の
例
規
集
、
予
算
書
、
各
種
計

画
書
、
市
議
会
会
議
録
等
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
（
３
日
以
内
窓
口
）
　

　
☎
㉒
８
２
３
３
（
市
役
所
１
階
）

危
険
物
の
貯
蔵
や
取
扱
い
に
注
意

　
消
防
法
上
の
危
険
物
は
、
種
類
に
よ
っ

て
指
定
数
量
の
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
以
上

を
貯
蔵
・
取
り
扱
う
場
合
は
消
防
法
で
定

め
ら
れ
た
許
可
が
必
要
で
す
。
火
災
や
漏

え
い
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
関
係
法
令
を
守

り
、
安
全
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

■
指
定
数
量

・
ガ
ソ
リ
ン
　
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

・
灯
油
・
軽
油
　
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

・
重
油
　
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

※
た
だ
し
、
指
定
数
量
の
５
分
の
１
以
上
の
場

合
は
条
例
に
よ
り
規
制
を
受
け
、
届
出
（
個

人
住
宅
は
２
分
の
１
以
上
）
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
日
田
消
防
署
危
険
物
係
☎
㉔
２
２
０
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
時
間
外
窓
口
を
開
設

■
と
き
　
８
月
27
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
0
4
（
市
役
所
１
階
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
の
伐
採
の
お
願
い

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
は
、
通
行
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
歩
行
者
や
通
行
車
両
の
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
民

法
第
７
１
７
条
）

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
張
り
出
し
て
い

る
枝
や
葉
は
、
土
地
所
有
者
に
所
有
権
が

あ
る
た
め
、
市
で
勝
手
に
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
樹
木
の
張
り
出
し
、
折
れ

枝
、
竹
木
の
繁
茂
等
に
よ
っ
て
通
行
に
障

害
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
の
管
理
・
責
任

の
下
、
枝
払
い
・
伐
採
等
の
処
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
６
（
市
役
所
５
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き
　
８
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
上
津
江
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

　
務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
「
現
況
届
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母

等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
10
日
㈭
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し

た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

年
金
請
求
書
の

手
続
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
が
25
年
か
ら

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る

人
に
は
黄
色
の
封
筒
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）
に
予
約
し
、
年
金
事
務
所
で

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父

等
が
戦
没
し
た
旧
戦
地
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
大
分
県
遺
族
会
連
合
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
遺
族
会
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
４
５
９
　

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

①
と
き
　
８
月
25
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

②
と
き
　
９
月
１
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

　
　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

③
と
き
　
９
月
８
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

　
　
　
　
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
②
は
午
後

７
時
〜
９
時
。

　
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

■
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
24
日
㈭

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ス
テ
ッ
プ
運
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
身
近
で
取

り
組
み
や
す
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
老
化
予
防

に
効
果
的
な
ス
テ
ッ
プ
（
踏
み
台
昇
降
）

運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
地
域
に
普
及

す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
４
日
㈪
〜
11
月
27
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
毎
週
月
曜
日
（
全
11
回
）

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
18
人

※
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
広
め
る

事
が
で
き
る
人
等
、
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限
　
８
月
14
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
エ
ル
ピ
ア
内
）

公
共
職
業
訓
練
11
月
受
講
生
募
集

　　
離
職
し
た
人
が
再
就
職
に
必
要
な
知
識

と
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

■
受
講
期
間

　
11
月
２
日
㈭
〜
平
成
30
年
４
月
27
日
㈮

■
申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈫
　
　
　
　

■
説
明
会
　
８
月
22
日
㈫
、
９
月
19
日
㈫

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

第
37
回
日
田
市
技
能
大
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
20
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
競
技
部
門
　
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左

官
、
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

■
実
演
・
展
示
　
表
具
、
左
官
、
建
具
塗

装
、
畳
　
他

・
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
30
人
、
一

人
２
本
ま
で
）

※
折
れ
た
包
丁
は
研
げ
ま
せ
ん
。

・
夏
休
み
の
工
作
コ
ー
ナ
ー
（
銅
版
レ
リ

ー
フ
30
人
、
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
20

人
）
午
前
10
時
〜
先
着
順

※
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
は
保
護
者
同
伴
。

・
苗
の
無
料
配
布

・
の
み
の
市
　
午
前
10
時
〜

・
お
た
の
し
み
抽
選
会
（
抽
選
券
配
布
午

前
９
時
30
分
〜
）

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
13
回
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」

エ
ッ
セ
ー
募
集

　
「
お
お
い
た
教
育
の
日
」
の
趣
旨
を
普

及
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
の
協

働
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
大
分
県

民
・
大
分
県
に
思
い
を
よ
せ
る
人
を
対
象

に
エ
ッ
セ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　
私
が
学
ん
だ
こ
と

■
募
集
期
限

　
９
月
４
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
　
大
分
県
教
育
の
日
推
進
会
議

事
務
局
（
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
）

　
大
分
市
府
内
町
３
丁
目
10
番
１
号

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
２
８
　

※
詳
細
は
県
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
市
役
所
３
日
以
内
窓
口
に
募
集
要
項
を
置
い

て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る

通
訳
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
８
日
㈮
〜
20
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
日
田
市
総
合
体
育
館
な
ど

■
募
集
言
語
　
英
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
（
日
常
会
話
程
度
）

■
申
込
期
限
　
８
月
16
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ビ
ズ
サ
ポ
ひ
た
・
大
分
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
共
催
セ
ミ
ナ
ー

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｂ
Ｉ
Ｚ
サ
ポ
ひ
た
）
で
は
、
毎
月
第
３
金

曜
日
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
18
日
㈮
、
９
月
15
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

■
内
容
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
入
門
・
活
用
セ
ミ

ナ
ー
（
事
業
者
向
け
）

■
講
師
　
堀
寿
弘
氏
（
大
分
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
　

※
セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
講
師
に
よ
る
個
別
相
談

会
も
行
い
ま
す
。
個
別
相
談
会
は
左
記
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

簿
記
講
座
開
催

　
仕
事
に
生
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に

向
け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め

に
、
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
25
日
㈪
〜
11
月
８
日
㈬

　
午
後
７
時
〜
９
時

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
計
18
回
）

※
た
だ
し
、
10
月
９
日
㈷
・
11
月
３
日
㈷
は
除

く
。

■
と
こ
ろ

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
議
員
サ
ロ
ン

■
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
募
集
数
　
15
人
（
８
月
31
日
㈭
締
切
）

■
申
込
方
法
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
・
日
田
商
工
会
議
所

で
申
込
み

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

　
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

林
業
・
木
材
製
造
支
援
講
習
受
講
者
募
集

　
就
職
・
就
業
派
遣
を
希
望
す
る
60
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
19
日
㈫
〜
25
日
㈪
の
う
ち
4
日
間

　
ア
オ
ー
ゼ
　

□
募
集
期
間
　

　
８
月
２
日
㈬
〜
９
月
６
日
㈬
　
必
着

□
募
集
数
　
10
人
（
９
月
12
日
㈫
選
考

会
） タ

ウ
ン
情
報

募
集

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「答申」に記された思い…

＜同和問題は必ず解決できる＞
　今から52年前に出された『同和対策審議会』
答申で明確にされた考えは、同和問題は人間に
よってつくられた差別であり、人間が解決でき
ないものではないことを示しています。言い換
えると、同和問題の「起因、歴史、経過」など
を正しく学べば、いかに理不尽な問題であるか
を認識できることを指摘しています。
　答申の中で、部落差別は「心理的差別」（差
別的な言動、偏見など）と「実態的差別」（イ
ンフラの未整備など）に分けられ、それぞれの
差別が作用し差別が繰り返される悪循環にある
と記されています。
　この答申と差別の実情を基に、国は速やかな
問題解決に向けた特別対策を昭和44年から33年
間実施しました。その間の様々な取組によっ
て、生活環境などの格差の解消は進み「実態的
差別」には一定の成果がみられました。しか
し、その一方で「心理的差別」に大きな変化は
ないままでした。
　それどころか、「一定の成果」を受け、「同
和問題は終わった」、「もう、そっとしておけ
ば無くなる」という感情（意識）が強まり、結
果として「心理的差別」の実態が見えにくくな
ってしまう現実が明らかになってきました。
　今もなお、インターネット上での差別的な書
き込みや結婚差別が起きています。昨年12月に
出された『部落差別の解消の推進に関する法
律』にも「現在もなお部落差別が存在する」と
明記されているように、部落差別は解消されて
いません。
　答申の前文に、同和問題の「早急な解決こそ
国の責務であり、同時に国民的課題」と謳われ
て52年。答申の基本原則は今も色あせることは
ありません。いま改めて答申に学び、「同和問
題の解決なくして、真の平等はなし」の強い思
いを胸に、解決に向けた歩みを止めてはなりま
せん。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

※
参
加
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。
　

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書
・
内
容
証

明
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
き
な

ど
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
16
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

　

第
38
回
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
野
外
音
楽
祭
を
川
の
ほ
と
り
の
会
場
で

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
19
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ン
ド
盛
り
土
ス
テ
ー
ジ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

平
成
29
年
度
日
田
は
ぎ
の
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈫
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
日
田
は
ぎ
の
園

問
日
田
は
ぎ
の
園
☎
㉔
３
５
０
８

　住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い
の

傷
み
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
27
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
３
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
８
月
28
日
㈪

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　

「
出
会
い
（
婚
活
）
の
集
い
」
参
加
者
募
集

　
結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
男
女
に
対

し
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
９
月
10
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

市
内
観
光
農
園
な
ど

□
対
象
　
25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

□
募
集
数
　
各
10
人
（
先
着
順
）

※
男
性
は
市
内
在
住
者
。

※
再
婚
希
望
、
子
供
が
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
参
加
費
　

　
男
性
３
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

※
食
事
代
含
む
。

□
申
込
期
限
　
８
月
29
日
㈫

問
三
花
公
民
館
☎
㉔
９
１
４
４

イ
ベ
ン
ト
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まちの話題

清流で交流
　６月９日、前津江小学校の児童と福岡市の堅粕小
学校の児童が合同で、小学校近くの川で「やまめの
稚魚の放流」を行った。晴天に恵まれ、川に入るに
は最適な日となり、バケツに入れた稚魚を川の中に
放流する子供たちからは、「水が冷たい」「やまめ
が泳いでいる」などの歓声が上がり、清流に親しみ
ながら楽しく交流が行われた。

風子・風太郎、おつかれさま
　平成10年４月から20年間稼働してきた椿ヶ鼻風
力発電施設が老朽化のため解体撤去される。
　地球にやさしい自然エネルギーとしての活用だけ
でなく、町のシンボル、地域活性化の拠点として、
地域の人たちに愛されてきた。住民からは、「風車
に代わって、若い世代に地域おこしの風を吹かせて
ほしい」と新たな期待を寄せていた。

中津江をダリアで花いっぱいに
　６月16日、鯛生金山に400本のダリアの苗が寄
贈された。寄贈した福岡県八女市で木材会社を営む
足達透さんと、福岡市の社会医療法人財団・池友会
の蒲池眞澄理事長は、村おこしにつながればとの思
いで、昨年秋にも200本の苗を寄贈している。この
日は鯛生金山関係者となかつえ保育園、すぎっ子こ
ども園の園児12人で、楽しく苗を植栽した。

声かけあって、避難訓練！
　６月４日、中津江振興局管内で一斉避難訓練が行
われた。午前６時20分、大雨を想定した避難勧告
発令後、439人の参加住民が各避難所に避難した。
丸蔵自治会では、今回新たな試みとして、支援が必
要な高齢者等を地区住民が分担して避難所まで搬送
する訓練を実施した。参加者は隣近所で協力し、避
難経路や防災対策を確認し、災害に備えた。

世界レースへ向けて！
　６月28日、日田高等学校ボート部宇野聡恵選手
が、全日本ジュニア選手権大会に出場し、女子シン
グルスカル2000メートルで３位となった。10月に
シンガポールで行われるアジアジュニア選手権への
出場報告に市長を訪れ、「高校最後の試合なので優
勝したい！国際大会は初めてなのでレースを楽しみ
たい！」と宇野選手は意気込みを語った。

休耕田にひまわりの種まき
　６月18日、遊休地の有効活用を目的に、ひまわ
りの種をまくイベントが小五馬地区内の休耕田で開
催された。この日は地区内外から、子供と大人併せ
て約50人が参加し、種まきに汗を流した。８月中
旬に見頃を迎える予定で、参加者からは「多くの人
に訪れて楽しんでもらいたい」と開花を心待ちにす
る声が聞かれた。

中津江

前津江 日田

笑うひとには福が来た！
　６月25日、出口コミュニティセンター（出口交
流館「えびす」）で県南落語組合の矢野大和さんら
４人によるさなぼり寄席が開催された。「田植え後
の骨休め」として始まったさなぼり寄席。４回目と
なる今回は地区内外から矢野さんの話を楽しみに約
110人が訪れ、会場には大きな拍手と笑い声が響き
渡った。

天瀬 大山

美味しいお茶が飲めるといいな♪
　５月30日、すぎっ子こども園の園児が上津江町
葛地区の瑞穂寛さん所有の茶畑でお茶摘みの体験を
行った。最初は慣れない手つきの園児たちも、時間
が経つにつれ、だんだんと慣れ、最後は夢中でお茶
を摘んでいた。その後摘んだお茶はこども園に持ち
帰り、今度はお茶揉みを頑張っていた。
　美味しいお茶が飲めるといいですね。

上津江
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　８月12日㈯　
　午後３時～４時
　８月26日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

冷やしトマト

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①トマトは湯むきして、一口サイズに切る。
②大葉は大きめのざく切りにする。
③トマトにすし酢をかけ、冷蔵庫で冷やす。
④食べる直前にごま油を回しかけ、大葉を和える。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（２人分）
トマト　　　１個
大葉　　　　２枚

　トマトの真っ赤な色の正体である「リコピン」には、体をさびつかせる活性酸
素を消す「抗酸化作用」があり、がん予防や生活習慣病予防等の効果が期待され
ています。このリコピンは、油と一緒に食べることで吸収がぐんと高まります。
また、熱に強いため、炒め物や煮込み料理にして食べるのもおすすめです。

　咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に
は
塾
生

た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の
山
野
、
河

川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向
き
、
弁
当
を

開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠
む
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓
の

日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

の
「
岳
林
寺
・
星
隈
山
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　岳
林
寺
（
岳
林
永
昌
禅
寺
）
は
、
日
田
屈

指
の
名
刹
で
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
に

中
国
・
元
の
渡
来
僧
明
極
楚
俊
禅
師
を
開
基

と
し
て
、
日
田
郡
司
の
大
蔵
永
貞
が
創
建
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
極
禅
師
は
京
都
に

赴
く
途
中
日
田
を
通
り
、
渡
里
郷
友
田
村
の

地
形
が
故
郷
の
明
州
報
化
県
岳
林
寺
に
よ
く

似
て
い
た
た
め
寺
院
建
立
を
天
皇
に
願
い
、

後
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
図
に
よ
れ
ば
、
そ

の
寺
域
は
吹
上
台
地
を
背
後
に
し
て
東
西
に

か
な
り
広
く
拡
が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
蔵
氏

の
衰
微
や
戦
国
の
争
乱
の
中
で
一
時
荒
廃
し

ま
し
た
が
、
近
世
に
至
っ
て
再
興
さ
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に
市
郷
土
史
料

館
が
建
設
さ
れ
、
木
造
釈
迦
三
尊
像
、
岳
林

寺
文
書
な
ど
の
由
緒
あ
る
文
化
財
が
収
蔵
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
宝

篋
印
塔
な
ど
の
石
造
物
の
ほ
か
日
田
で
没
し

た
代
官
等
の
墓
碑
群
が
あ
り
ま
す
。

　淡
窓
の
日
記
に
は
、
天
保
十
二
年
六
月

（
淡
窓
六
十
歳
）
に
寺
西
郡
代
の
葬
儀
で
訪

れ
た
記
事
や
、
天
保
七
年
三
月
（
淡
窓
五
十

五
歳
）
、
天
保
十
六
年
九
月
（
淡
窓
六
十
四

歳
）
に
、
岳
林
寺
の
長
老
に
会
う
た
め
訪
れ

た
記
事
な
ど
が
見
え
ま
す
。

　友
田
方
面
で
は
星
隈
山
も
訪
れ
て
い
ま

す
。
天
保
二
年
一
月
（
淡
窓
五
十
歳
）
、

弟
の
旭
荘
や
塾
生
四
名
と
と
も
に
三
郎
丸

に
至
っ
て
星
隈
山
に
登
り
、
山
上
の
神
祠

で
休
憩
し
弁
当
を
開
い
て
詩
を
詠
ん
で
い

ま
す
。

春
日
、
星
隈
に
遊
ぶ

春
衣
し
て
始
め
て
試
む
　此
の
経
を
過
ぎ
る
を

古
を
訪
ね
て
　行
行
薜
蘿
に
入
る

破
墓
　或
は
伝
ふ
　冤
鬼
哭
く
と

荒
墟
　誰
か
詠
ず
　狡
童
の
歌

山
は
蟻
垤
の
如
く
　躋
攀
少
な
し

水
は
蛛
糸
に
似
て
　掲
厲
多
し

徐
歩
他
を
愧
ず
　頻
り
に
我
を
待
つ
を

夕
陽
帰
る
処
　影
は
婆
娑
た
り

（
春
の
衣
服
を
着
て
始
め
て
こ
の
道
を
過

ぎ
る
こ
と
に
し
た
。
古
い
遺
跡
を
訪
ね

て
、
次
第
に
蔦
蔓
の
中
に
入
っ
て
い
っ

た
。
荒
れ
た
古
墳
（
三
郎
丸
古
墳
か
）

は
、
無
実
の
人
の
亡
霊
が
泣
い
て
い
る
と

伝
え
ら
れ
、
荒
れ
果
て
た
遺
跡
は
、
誰
か

が
詩
経
の
「
狡
童
の
歌
」
を
詠
じ
る
と
い

う
。
山
は
蟻
塚
の
よ
う
に
小
さ
く
、
攀
じ

登
る
こ
と
も
少
な
く
、
川
の
流
れ
は
蜘
蛛

の
糸
に
似
て
、
裾
を
掲
げ
る
浅
瀬
が
多

い
。
ゆ
っ
く
り
し
た
歩
み
な
の
で
、
他
の

人
が
頻
り
に
待
っ
て
い
る
の
を
愧
じ
る
。

夕
陽
が
沈
み
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
人
影
は
衣

を
翻
し
て
行
き
来
し
て
い
る
。
）

　そ
の
後
も
、
安
政
元
年
（
淡
窓
七
十
三

歳
）
、
弟
久
兵
衛
ら

と
購
入
予
定
の
水
田

を
見
る
た
め
、
星
隈

山
の
神
祠
で
友
田
村

の
住
人
た
ち
と
弁
当

を
と
も
に
し
て
い
ま

す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　21

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　岳林寺・星隈山

たんそうさん

岳林寺
（現地写真）

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

現世怪談<２>　開かずの壺
木原浩勝／著
講談社
　念がうずまく三角の家！？寝室が突
然ブラックホールに！？本当に届い
た「恐怖新聞」！？この世には、理解
を超えた怪しい「何か」がある。「新
耳袋」「九十九怪談」著者が新たに蒐
集した16の実話怪談。　

子どもつなひき騒動
宝井琴調／文,  ささめやゆき／絵
福音館書店　
　母ひとり子ひとり、貧しいながらも楽
しく暮らしていたお里と娘のお花。一
方、お花の父親の再婚相手のお絹には子
どもがおらず、お花が欲しくてたまらな
い。ある日お花が病気になり、お里はや
むなくお絹にお花を託すが…。大岡越前
の名さばきが光る、講談絵本。

家電兄弟　松下幸之助と井植歳男
阿部牧郎／著
ＰＨＰ研究所
　蒲柳の質ながら常に時代の先端を行
く幸之助を、抜群の行動力で支えた義
弟・歳男。関東大震災、昭和恐慌、財
閥解体…。幾多の困難を二人三脚で乗
り越えてパナソニックと三洋電機を創
った２人の人生を描くノンフィクショ
ン・ノベル。
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８月の休館日（○…休館日）
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大好き図書館！

し
ゅ
ん
い

み
ち

よ

み
ん
き
そ
し
ゅ
ん

よ

は

し
き

ゆ
さ
ん

2017夏休みイベント
「たんそう図書館を攻略せよ！～迷宮の森と深海の謎～」開催！！

①ダンボール迷路を抜けて昆虫の森をめざせ！
②昆虫クイズを全問正解せよ！
③深海クイズを全問正解せよ！
④博物館で日田ん虫のナゾを解け！（特別ミッション）

▶とき　８月１日㈫～13日㈰
　　　　午前10時～午後６時（日曜日は午後５時まで）

＜ルール＞
①夏休みイベントのスタンプラリーカードを図書館カウ
　ンターでもらおう！（博物館でももらえるよ）
②カードに書いている４つのミッションをクリアして、
　スタンプをゲットしよう！
③スタンプが全部揃ったら、図書館カウンターでプレゼ
　ントをもらおう！
※就学前のお子さんには保護者が付き添い、迷路の外から見守
りをお願いします。

　灼熱の日田の夏に、こわ～いおはなし会を開催！
　いつもとは一味違うおはなし会に、ちょっとだけ
勇気を出して参加してみませんか？

すし酢　　　大さじ１
ごま油　　　少々

き
ょ
う
い
ん
と
う

ほ
う

い
に
し
え

こ
う
こ
う
へ
い
ら

は
　ぼ

あ
る
い

え
ん
き
　な

こ
う
き
ょ

こ
う
ど
う

ぎ
て
つ

せ
い
は
ん

ち
ゅ
う
し

け
い
れ
い

し
き

は

せ
き
よ
う

じ
ょ
う
ほ

ば
　さ

つ
た
か
ず
ら

ひ
る
が
え

今年の淡窓図書館の夏休みイベントは博物館とのコラボ企画！
４つの設問（ミッション）を解いて、プレゼントをもらおう！

４つのミッション

背すじがひ～んやり
　　　　　　 おはなし会

夏休み
特別企画

▶とき　　８月５日㈯　
　　　　　午後３時30分～４時30分
▶ところ　児童コーナー

家族や友達を
誘って、
一緒にひ～んやり
してみませんか？
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年６月30日現在） 

■人口　
　67,080人
　（前月比-35人）
・男　31,740人
・女　35,340人
■世帯数
　27,358世帯

　★チャレンジキッズ
　３日㈭　10:30～
（ＩＨ体験クッキング）
　18日㈮　10:30～
（夏休み工作）
　３Ｂ体操
　29日㈫　11:00～
　お話し会
　31日㈭　11:00～

　
９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　８月の主な催し　　

天瀬児童館　☎８９２２

　東渓小移動児童館
　３日㈭　13:30～14:30
　いつま小移動児童館
　４日㈮　13:30～14:30
　作って遊ぼう
　17日㈭～19日㈯　
　10:30～11:30
　すくすく相談（歯科衛生士による歯科相談）
　25日㈮　10:00～11:30
　※母子手帳を持参ください。 ９:00～17:30

月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎２９０１

　おしゃべり広場
　９日㈬　10:30～　
●お話し会
　　12日㈯　10:30～
　　23日㈬　10:30～　　
　ストラックアウトで遊ぼう
　19日㈯　10:30～
　風船で作ろう
　30日㈬　10:30～　

まえつえ子育て支援施設　☎２４０９

●お誕生会
　８日㈫　10:00～12:00
●ランチｄａｙ
　17日㈭　10:00～
●せいまお兄さんと遊ぼう
　29日㈫　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★紙粘土で遊ぼう！
　23日㈬　10:00～
　※募集数10世帯、材料費100円。
★ふれあい夕涼み会
　26日㈯　
　※詳細はお問い合わせください。
●おしゃべり会
　28日㈪　11:00～
　 ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　８日㈫　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　17日㈭・29日㈫
　11:00～12:00
●お誕生会
　28日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★そうめん流し
　8日㈫　 10:30～12:00
★ベビーマッサージ
　10日㈭　11:00～12:00
●わらべうたあそび
　21日㈪　10:30～11:00
●ファーストパパママくらぶ
　（初妊婦さん＆先輩ママたち

の交流会）
　22日㈫　13:30～15:30

※☎印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

小

乳

９:30～12:00、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。９月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

あきら
田吹明楽ちゃん
（１歳・城内新町）

ゆ め
渡邉優芽ちゃん
（１歳・亀川町）

り お
諫山綸音ちゃん
（１歳・玉川町３丁目）

せり

な

末武 芹ちゃん
（１歳・緑町１丁目）

宮﨑蓮人ちゃん
（１歳・小迫町）

ちはる
諌山千春ちゃん
（１歳・下井手町）

ひかり
市川 煌ちゃん
（１歳・高瀬本町）

樋口なのちゃん
（１歳・天瀬町桜竹）

上原環奈ちゃん
（１歳・古金町）

な  ゆ
穴井那優ちゃん
（２歳・天瀬町馬原）

中嶋 ひみ和ちゃん
（１歳・下井手町）

安心院優実ちゃん
（２歳・日ノ出町）

う みま み か
佐藤眞美華ちゃん
（２歳・朝日ヶ丘）

まなみ
苑田愛未ちゃん
（２歳・丸の内町）

森 向葵ちゃん
（１歳・財津町）

ひまり

れんと

かんな

綾垣優里ちゃん
（３歳・上城内町）

こじろう
石井琥二郎ちゃん
（３歳・城町２丁目）

ゆうり

小

小

乳

小

小

小

　　　

佐藤 夢ちゃん
（３歳・大宮町）

そうすけ
水谷聡佑ちゃん
（３歳・中城町）

ゆめ かずき
木下和星ちゃん
（３歳・中釣町）

2017. 8. 1　広報ひた広報ひた　2017. 8. 1 1617



　防災無線確認ダイヤル☎㉕５０４０
　火災専用確認ダイヤル☎㉓４１００

　ひた防災メール、ダム放
流、河川水位、学校情報メー
ル、まもメール（大分県警
察）、安心安全メール（大分
県）と連動し、発信された内
容を確認できます。
　また、火災発生情報や災害
発生時には、避難情報や市指
定避難所開設情報などを確認
することができます。
　さらに、市内６か所の河川
状況をライブカメラで確認で
きます。

ＫＣＶ・水郷テレビ
（11チャンネル）

　気象情報や災害情報、被
害情報、道路通行情報等を
「緊急情報」として発信し
ています。
　また、市ではフェイスブ
ックを活用し、行政情報を
発信しています。災害時に
は迅速な情報提供にも活用
しますので、是非「いい
ね」や「フォロー」・「シ
ェア」をお願いします。
　

市ホームページ
市フェイスブック

　犯罪や災害などの緊急情
報、登録した学校の情報を
お知らせします。
e@ansin-hita.jp宛に空メ
ールを送信し、返信された
メールから登録ください。
（下記の二次元コードから
アドレスを読み
取ることができ
ます）

学校情報
携帯メール

　気象警報や震度情報、避
難情報をメールでお知らせ
します。
hitacity@jijo.bosai.info宛
に空メールを送信し、返信
されたメールから登録下さ
い。（下記の二次元コード
からアドレスを
読み取ることが
できます）

ひた防災メール

■気象情報や災害情報などの情報収集
※迷惑メール防止機能を使っている人は、登録前に各アドレスか

らのメールが受信できるよう設定の確認をお願いします。

ご家庭や地域、職場等で
情報の共有をお願いします！

■防災無線電話応答システムの運用開始
　防災行政無線の放送が聞きにくい時や、聞き逃した時などに電話を
かけることで、放送内容を新しい順に確認することができます。 　

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

災害時の情報収集と避難時の備え
　災害対策の基本は情報収集。日頃から天気予報を気に掛け、注意が必要なときにはテレビやインターネット等で
最新の情報収集をすることが大切です。また、市では水害や土砂災害に備えて避難場所を指定しています。状況に
応じて避難勧告や避難指示が出されますが、危険を感じた場合は早めに自主的な避難を開始してください。

まずは、命を守る行動をとりましょう！

※高齢者等とは…お年寄り、体の不自由な人、子供がいる人など、避難に時間がかかる人と、その避難を支援する人。
※避難場所については、市ホームページ（防災情報）を確認ください。

避難情報が出ているときは、例え天候が晴れていようとむやみに外出したり、河川や危
険な場所に近づいたりしないでください。

避難情報について

避難準備・高齢者等避難開始 避難するのに時間を要する人は、
避難の準備を行い、避難を始めてください。

皆さん避難してください。

皆さん避難しなさい。避難指示（緊急）

危
険
度
　低
　
　 

　
　高

避難勧告

広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。
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